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医者さんが言ったちょっとしたこととか、それとその言い方なのよ o (No， it


































ルーニ一夫人が登場する fすべて倒れんとする者jは、 1957年に BBCが放送
















































もっO しかしその一方で、ルーニ一夫人にも不在のイメージがつきまとう O 彼女
は家から外に出て共同体の人々の中に姿を現すのであるが、問時に、共同体の人間
関係の中にうまく入れず、孤立してしまう O 彼女は村の共同体の中で自分は「皆を
遠ざけてしまう j存在であると語る O 17さらに、ルーニ一夫人は、「私って女は存




















1 suppose the truth is 1 am not there， Mrs Rooney， just not really there at al. 1 see， hear， 
smell， and so on， 1 go through the usual motions， but my heart is not in it， Mrs Rooney， 


















































She has not been out since girlhood. [Pause.] Not out since girlhood. [Rαuse.] Where 
is she， itmay be asked. [Pause.] Why， inthe old home， the same where she--Pause.] 
The same where she began. [Pause.] Where it began. [Pause.] 1t al began. [Pause.] 
ベケットにおける〈女性的なるもの>と〈髄> 9 
But this， this， when did出isbegin? [Pause.] When other girls of her age were out at . . . 










となる O 母親の声は言う oIまあとにかくあの子が歩くのを見てみましょう、黙ってO
(M、歩く O ー往復自の終わりごろ)。ごらんなさい、とても上手に@るでしょう o (M、
自転し、歩く O 一往復半自に合せて。)ななつやっつここのつぐるり o (M、Lで回










Til one night， while stillitle more than a child， she called her mother and said， Mother， 
this is not enough. . . . TheMother: What do you mean， May， not enough， what can 
you possibly mean， May， not enough? May: 1 mean， Mother， that 1 must hear the feet， 
however faint they fall. The mother: The motion alone is not enough? May: No， Mother， 



























































































limits of our schemes of intelligibility) において現われるのであり、 26倫理とは、主体
の存在論を規定する理解可能性の体制 (theregimes of intelligibility) に注意を向ける
批判のプロセスを通してのみ理解することができるものだ 27と述べている O そし
て倫理が、私たちのもつ理解可能性の図式に働きかけ、そのヘゲモニーに異議をと
なえることに関わることを示l唆する O 28また、パトラーは「主体の不透明性J(the 





く他者>への原初的な曝され、 29他者への原初的受動性 30によるものーである O こ
の「主体の不透明性」を受け入れること、 f自分自身と他者のうちにある知りうる
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9 Ibid.， p.49. 
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15 Samuel Beckett， The Collected Shorter Plays， p.25. (rベケット戯曲全集 lJl、二二七頁)。
16 )レ一二一夫人は、駅に向かう途中で、道端のあばら家からもれてくるシューベルトの音楽、
f死と乙女jを開き、足を止める O その大きながらんどうの家では、年老いた女が一人っき
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幻 Ibid.，p. 109. (邦訳、二O三頁)。
お Ibid.，p. 132. (邦訳、二回二一三頁)0
29 Ibid.， p.100. (邦訳、一八六頁)。
30 Ibid.， p.98. (邦訳、一八二頁)。
31 Ibid.， p.63. (邦訳、一一六一七頁)。
参考文献
Beckett， Samuel. Watt. New York: Grove Press， 1953. (rワットj、安藤元雄訳、白水社、二00一年)0
一 • Three Novels. New York: Grove Press， 1955. 
Happy Days. New York: Grove Press， 1961. 








-rロッカバイト『ベスト・オブ・ベケット 3 しあわせな B々/芝居』所収。
-r名づけえぬものJ、安藤元雄訳、白水社、一九九五年。
Ben-Zvi， Linda， ed. Women in Beckett:・Pelプormanceand Critical Perspectives. Urbana: University of 
Ilinois Press， 1990. 
Bryden， Mary. Women in Samuel Beckett's Prose and Drama: Her Own Other. Lanham: Barnes & 
Noble Books. 1993. 
Butler， Judith. Precarious Life: The Powers of Mourning and Violence. London: Verso， 2004. (r生のあ
ゃうさ一哀悼と暴力の政治学j、本橋哲也訳、以文社、二00七年)。
一 • GivIng an Account of Oneself. New York: Fordham University Press， 2005. (r自分自身を説明す
ることj、佐藤嘉幸・清水知子訳、月曜社、二00八年)。
Diamond， Elin. "Feminist Readings of Beckett." Palgrave Advances in Samuel Beckett Studies. Ed. 
Lois Oppenheim. London: Palgrave Macmil1an， 2004. 45-67. 
Feldman， Matthew. Beckett's Books:・ACultural History of Samuel Beckett's 'Interwar Notes.' London: 
Continuum， 2006. 
16 対馬
Juliet， Charles. Rencontre aνec Samuel Beckett. Montpellier: Fata Morgana， 1986. (rベケットとヴア
ン・ヴ:ルデト吉田加南子・鈴木理江子訳、みすず書房、一九九六年所収)。
Knowlson， James. Dαmned to Fame. New York: Touchstone， 1996. (rベケットイ云上巻Lrベケット
伝下巻j、高橋康也他訳、白水社、二00三年)0
McDonald， Ronan. The Cambridge lntroduction to Samuel Beckett. Cambridge: Cambridge University 
Press，2006. 
Rank， Otto. The Trauma of Birth. New York: Dover， 1993. 
Wel1er， Shane. Beckett， Literature， and the Ethics of Alterity. Basingstoke: Palgrave， 2006. 
